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ベトナム市場における木目調粉体塗装の展開と今後の可能性
戸﨑　寿人 *

トピックス

　近年、ベトナム市場では建築・内装・外装分野を中
心に、木目調仕上げの需要が年々拡大しております。
特にアルミ材やスチール材への木目調塗装は、高級感
や意匠性を演出できることから、商業施設・ホテル・
リゾート・高級住宅などを中心に採用が増加しており
ます。
　弊社ベトナム工場である VIETNAM SUCCESS 社
においても、昨年度より木目調粉体塗装の展開を開始
し、市場調査および顧客提案活動を進めております。
現時点での実績は 3 案件ではありますが、既に 1 案件
は量産展開済みであり、残る 2 案件についても現在評
価試験が進行中です。ベトナム市場においても、今後
さらに木目調塗装の需要が拡大していくものと期待し
ております。
　現在、ベトナム国内で木目調塗装の採用が多い用途
としては、以下のような分野が挙げられます。
　• 建築用アルミ材（窓・ドア・ルーバー等）
　• 天井パネル
　• 壁面装飾パネル
　• 外装ファサード
　• 商業施設・ホテル向け内装部材
　• ヴィラ・リゾート向け装飾材
　また、弊社以外でも、空港・ショッピングモール・
ホテル・高級マンション・カフェ・レストラン・学校・
病院など、幅広い建築用途で木目調塗装の採用が進ん

*	戸﨑産業株式会社　代表取締役

でおります。
　ベトナムでは木目デザインに対する嗜好性が非常に
高く、天然木の持つ温かみや高級感を求める文化的背
景があります。一方で、天然木はコスト・耐久性・メ
ンテナンス性・環境負荷などの課題も抱えており、そ
の代替材料として木目調塗装への置き換えが進行して
おります。
　特に粉体塗装による木目調仕上げは、環境配慮型塗
装仕様として大きな優位性を持っています。粉体塗装
は VOC（揮発性有機化合物）の発生がなく CO2 削減
にも大きな効果があります。また、溶剤塗装と比較し
て環境負荷低減に大きく貢献できる塗装方式であり、
さらに、天然木を使用しないことにより森林伐採抑制
にも寄与し、素材としてアルミ材を使用することで高
いリサイクル性も確保できます。
　このように、木目調粉体塗装は「意匠性」と「環境
性能」を両立できる次世代型の建材仕様として、今後
さらに注目されていくものと考えております。
　一方、ベトナム市場ではローカル塗装企業による低
価格品も多く流通しており、価格競争は非常に厳しい
状況です。特にローカル企業の多くは「AAMA 保証
無し仕様」であるため、弊社では高耐候性能を差別化
ポイントとしております。
　現在、弊社ではベースに AkzoNobel 社の高耐候ポ
リエステル粉体塗料を塗った上に木目調フィルムを転

写真１　3,000 時間塩水噴霧試験の結果
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写する工法の高耐候木目調仕様について評価を進めて
おり、AAMA2604 相当（20 年保証クラス）への対応
を視野に入れております。耐久試験においても、塩水
噴霧試験基準 2,500 時間に対し、既に 3,000 時間のテ
ストを完了しており写真１のように良好な結果を得て
おります。
　また、顧客からは AAMA 保証無し仕様から、
AAMA2603（10年保証）およびAAMA2604（20年保証）
へのグレードアップ要望も出始めております。特に政
府系公共工事や空港案件などでは、高級感に加えて高
耐久・長寿命仕様が重視される傾向が強く、今後の市
場拡大が期待されます。
　さらに、弊社工法の大きな特徴として、現行の粉体
塗装設備を活用できる点が挙げられます。他社で採用
されているような特殊焼付乾燥炉や大規模設備改造を
必要とせず、既存ラインを活用した展開が可能である
ため、新規設備投資や設備償却費の負担を大幅に抑制
できます。
　これは既に粉体塗装ラインを保有している企業に
とって非常に導入しやすく、新たな付加価値製品とし
て展開可能な工法であると考えております。
　ベトナムでは今後も都市開発・リゾート開発・イン
フラ整備が継続すると予想されております。その中で、

木目調粉体塗装は「高意匠」「高耐久」「環境配慮」を
兼ね備えた塗装技術として、さらなる普及が期待され
ます。
　VIETNAM SUCCESS 社としても、今後は高耐候グ
レードを中心に、ベトナム市場における木目調粉体塗
装の普及拡大と、環境負荷低減に貢献していきたいと
考えております。
　また、この木目調粉体塗装工法については、ベトナ
ム工場での展開のみならず、日本国内市場への展開も
視野に入れ、本社においても導入を進めております。
　その取り組みの一環として、昨年 12 月に東京ビッ
グサイトで開催されたエコプロ 2025 に初出展し、木
目調粉体塗装をはじめとした環境配慮型塗装技術を紹
介いたしました（写真２）。
　展示会では、「天然木の代替としての意匠性」「VOC
及び CO2 削減」「アルミ素材による高いリサイクル性」

「粉体塗装による環境負荷低減」などに対して高い関
心を頂き、来場者から非常に好評を得ることができま
した。
　また、展示会出展後には複数の引き合いも頂いてお
り、日本国内においても環境配慮型木目調塗装への
ニーズの高まりを実感しております。
　近年、日本国内においても SDGs やカーボンニュー
トラル（CN）への対応要求が急速に高まっており、
建材・建築分野においても環境配慮型材料への転換が
求められております。
　その中で、木目調粉体塗装は、天然木使用量の低減
による森林資源保護、VOC 及び CO2 削減による環境
負荷低減、さらにアルミ材活用による高いリサイクル
性など、多面的な環境価値を有する塗装仕様として注
目されつつあります。
　また、粉体塗装は塗着効率にも優れ、廃棄物低減に
も寄与できることから、今後の SDGs・カーボンニュー
トラル対応型塗装技術の一つとして、更なる市場拡大
が期待されます。
　今後は、ベトナム市場で培った木目調塗装技術と高
耐候仕様のノウハウを活かし、日本国内においても高
付加価値・環境対応型塗装として展開を進めていきた
いと考えております。写真２　エコプロ 2025 での出展

写真３　AN KHANG 薬局
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写真４　GIA BINH 空港 サンプル（右図はイメージ）

写真５　用途例（1）
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写真６　用途例（2）

写真７　戸﨑産業での屋外暴露試験　6 ヶ月経過異常なし（右下 2 点）
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非接触型膜厚計を用いた膜厚自動調整システムについて
大江　駿 *

トピックス

1.	はじめに
　塗装生産ラインにおける膜厚管理は、製品性能を左
右する重要な品質特性である。膜厚が目標値を下回る
場合、塗膜の耐久性や防食性が低下し製品不良の原因
となる。一方、膜厚が過剰になると塗膜の割れや剥離
を引き起こす可能性があるほか、塗料使用量の増加に
よるコスト上昇や歩留まりの低下を招く。そのため、
膜厚を適切な範囲に維持することは、品質確保と生産
効率の両面において重要である。
　従来の粉体塗装ラインでは、吐出量やエア条件など
の塗装条件を設定して塗装を行い、焼付乾燥後に膜厚
を測定して品質を確認する方法が一般的であった。し
かし、この方法では吐出量の変動や機器の不具合など
により膜厚不足が発生する場合がある。その結果、再
塗装が必要となり、生産効率の低下につながる。
　こうした課題に対し、焼付前の膜厚測定結果を塗装
機にフィードバックし、吐出量の自動補正を行う膜厚
自動調整システムを開発した。本稿では、非接触型膜
厚計と当社粉体塗装機「Pulse Power 9000」を組み合
わせた膜厚自動調整システムの概要を紹介する。

*	パーカーエンジニアリング株式会社
	 技術統括本部　アイオニクス部　開発・品質保証課

2.	塗料定量供給装置「ジャストフィード（JF）」
の特徴

　安定した粉体塗装を行うためには、電圧・電流設定、
塗装距離、エア量、吐出量などの塗装条件を一定に保
つことが重要である。これらの条件が変動すると膜厚
のばらつきが生じ、品質の安定性に影響を与える。従
来の生産ラインでは、塗料ホースやガン内部への付着、
部品の摩耗、タンク内の塗料レベルの変化、供給エア
圧の変動などの要因により吐出量が変動する場合があ
る。その結果、膜厚不足や過剰膜厚が発生し、再塗装
や塗料ロスにつながることが課題であった。この課
題を解決するために開発されたのが「ジャストフィー
ド（JF）」である。ジャストフィードは図１のように
静電容量式センサーを用いて塗料搬送途中の吐出量を
リアルタイムで計測する装置である。計測値は g/min
単位で設定した目標値と比較される。計測値は塗装機
コントローラへ送信され、目標値との差が生じた場合
にはフィードバック制御により吐出量を自動補正する
仕組みである。
　この機能により吐出量の変動を抑制し、安定した塗
装条件を維持することが可能となる。また、色替え時

図１　ジャストフィード原理の概要
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にはエアパージのみで対応できるため、段取り時間の
短縮や塗料ロスの低減にも寄与する。

3.	膜厚自動調整システムの制御内容
　本システムは粉体塗装機「Pulse Power 9000」、塗
料定量供給装置「ジャストフィード」、非接触型膜厚
計および制御用 PLC で構成される。実際の機器構成
を図２に示す。
　ワーク吊寸法、コンベア速度、レシプロケータ条件
および目標膜厚を PLC に入力すると、必要な吐出量
が自動演算される。そのため、新規の被塗物に対して
も目標膜厚に近い条件で塗装を開始することができ、
従来オペレーターの経験に依存していた初期設定作業
を簡略化できる。
　塗装後は、塗装ブース出口に設置した非接触型膜厚
計により膜厚を測定する。本システムの制御フローは
図３に示す。
　膜厚の管理幅については、±のパーセンテージで許
容値を設定できる。測定結果が設定した許容範囲か
ら外れた場合、PLC が吐出量を再計算し、ジャスト
フィードを介して自動補正を行う。吐出量調整後も目
標膜厚を満たさない場合には、膜厚異常として警報を
出力する。
　また、本システムでは測定点を複数設定し平均値で
補正することや、塗装部位ごとの補正にも対応してい
る。さらに協働ロボットを用いることで膜厚測定の自
動化を行うことも可能である。図４に、本システムに
よる膜厚補正の例を示す。1 枚目の平板で目標膜厚か
ら外れた場合、2 枚目の平板において吐出量を補正し、
目標膜厚となるよう自動調整を行う。

4.	 Pulse Power 9000を採用した本システム
の特徴

　Pulse Power 9000 は、多ガンシステムの筐体内に
PLC およびタッチパネルを内蔵した粉体塗装機であ
る。定量供給装置と非接触型膜厚計を接続することで、
本稿で紹介する膜厚自動調整システムを構築できる。
そのため、大規模な設備更新を行うことなく既存ライ
ンへ導入できる点が特徴である。また、Pulse Power 
9000 は IoT 対応機器であり、電圧、電流、エア圧、
吐出量などの稼働データを PLC へ出力できる。これ
により、膜厚測定データと塗装条件データを一括して
保存でき、品質トレーサビリティの確保に活用できる。
さらに、電圧や電流のモニタリング値の変化を分析す
ることで、ガンヘッドの損耗状態を把握することが可
能である。これにより設備状態の傾向監視が行え、予
防保全プログラムの構築にも活用できる。
　当社では機器予防保全システムとして IoT システ
ム「PARKER LEAPS」を展開している。本システム
と接続することで、ガンの稼働データおよび膜厚測定
データを一元的に表示・記録できる。これにより、事
務所の PC やタブレット端末から設備全体の稼働状況
を遠隔監視することが可能となり、作業工数の削減や
異常検知の迅速化、塗装不具合に伴うロスの低減に寄
与する。

5.	まとめ
　本稿では、非接触型膜厚計と塗料定量供給装置を搭
載した粉体塗装機「Pulse Power 9000」を統合した膜
厚自動調整システムについて紹介した。本システムは
塗装直後の膜厚測定と吐出量フィードバック制御によ

図２　膜厚自動調整システムの機器構成

図３　膜厚調整フロー
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図４　コーティングジャパン2024展示の概要

り、膜厚の均一性と再現性を向上させることができる。
また、設備の稼働データと膜厚データを統合管理する
ことで、品質トレーサビリティの確保や設備状態の把
握にも活用できる。これにより品質安定化と生産効率
向上の両立が期待できる。今後は取得データのさらな
る活用を進め、生産ライン全体の最適化や高度な品質
管理への展開を図っていく予定である。

参考文献
	（1）	江藤宜幸：粉体塗装技術要覧第５版、塗料報知新

聞社、p.100 (2022)
	（2）	今井俊介：日本パーカライジング技報、第 36 号、

p.96-99 (2023)
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＜ABA（アルミニウム合金材料工場塗装工業会）定期総会に参加して＞ 

 

 2026 年 3 月 17 日に、御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンターにて開催されました 2025 年度

ABA（アルミニウム合金材料工場塗装工業会）定期総会に、当組合として参加させていただきました

ので報告いたします。 

 定期総会は、総会と講演会の 2部構成で開催されました。 

 第 1部の総会は、理事 戸﨑寿人氏（戸﨑産業株式会社 代表取締役）の総合司会により進められ、冒

頭に本日の参加人数の報告があり、規程の出席者を満たして成立していることが告げられました。 

 その後、理事 山川健治氏（株式会社ダイワ  代表取締役社長）が定期総会の開始を告げられました。 

 会長 宮越一郎氏（宮越工芸株式会社 代表取締役社長）の開会の挨拶は、アメリカによるベネズエラ

への攻撃、イスラエルとのイラン攻撃などにより石油の動向が不安定となって、我々の仕事に関して

も今後より一層の影響が出てくるとの注意喚起をされました。また、前処理剤に中国由来のレアアー

スが含まれているということで、調達が困難になることも予想され、まさに VUCA の時代となってい

ると指摘され、同じ悩み・環境の皆さんと知恵を出し合って、色々な情報交換をして、話し合って前

に進むことで、こうした状況を乗り切っていくことが大切であると述べられました。 

 

宮越一郎 会長 

 

 議事は、次第にのっとり会長 宮越一郎氏が議長となり進行され、実績・決算報告が専務理事 近藤 旭

氏（株式会社マルシン 代表取締役）、常務理事 大塚明郎氏（大塚金属株式会社 代表取締役）、監事 後藤

潤一氏（有限会社フタミコーティング 代表取締役社長）より、次年度予算案については専務理事 近藤

旭氏より説明がありました。各議案とも会員の賛成多数をもって承認されました。また、議案外とし

て ABA会員企業アンケートの結果とホームページへのアクセスに関するレポートのご披露が専務理事

近藤 旭氏よりあり、総会第 1部が終了しました。 

 

近藤 旭 専務理事 
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 第 2部の講演会は、3件の講演がありました。内容は以下の通りとなっています。 

 第 1 講演は、粉体塗装研究会でも講演をいただいた中外商工株式会社 佐々木勝之氏による低放射塗

料のサーモレジン SV600 についてのご紹介でした。主に高温域における効果が高いですが、焼付塗装

の焼付炉の温度範疇でも十分効果が得られるものと紹介がありました。塗装を施すことだけで焼付炉

等の熱効率が上がり、省エネにつながるというものでした。 

 

中外商工株式会社 佐々木勝之氏 

 

 第 2 講演は、ものつくり大学名誉教授 近藤照夫先生による「建築分野の DX 概要」と題したご講演

で、DXとは何か、DXを推進するのは何故、建築分野におけるDXの現状等をGDPや出生率、職種別

就業人口等のデーターの推移をご提示頂きDXの必要性についてご講演いただきました。 

 

ものつくり大学 近藤照夫先生 

 

 第 3講演は、松下建材塗装 小郷祐二氏によるビジネスマッチングのご紹介でした。 

 パートナーの SENFENG 様のファイバーレーザーの溶接機・クリーナー等のご紹介で、コストパフ

ォーマンスの良さコンパクトさに優位性があるとのご紹介でした。同じくアイソリューションズの松

本 優 様よりDigital-Dot Gaugeniで塗膜等の異常をAIにて数値化し異常を標準化することにより、検

査の個人差からくるユーザーからの出戻り（不良品）の発生を抑制することで、効率化を図ることが

可能と紹介されていました。 
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松下建材塗装 小郷祐二氏 

 

 

アイソリューションズ 松本 優氏 

 

 

総会・勉強会の様子 

 

 以上 3 件の講演（商品等紹介含む）をもって講演会を終了し、懇親会会場へ移動し相互の情報交換

や親睦を図ることができ有意義な半日でありました。 



粉体塗料の各社ラインナップ(作成中)

標準(BI) BI高耐候 BI低温 BI遮熱 HAA標準 HAA高耐候 新硬化 TGIC硬化 HB標準 HB高耐候 HB低温 HB下塗用 標準 低温 防錆･絶縁等

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度
171℃

15分

150～160℃

15分
180℃×15分

150～190℃

40~4分

180℃

10～20分
190℃×15分 150℃×15分

160~200℃

5~20分

150~200℃

4~36分

有無

温度

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 165℃×20分 160℃×20分 160℃×20分 165℃×20分 170℃×20分 145℃×20分 170℃×20分 150℃×20分

有無 ○

温度
150~200℃

5~1H

有無 ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 160℃×20分 180℃×20分 110℃×20分

有無 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

温度 180℃×15分 180℃×20分
150℃×20分

165℃×20分
150℃×20分 不明 180℃×15分 160℃×20分

有無 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

温度
180℃×15分

~20分
180℃×20分

180℃×15分

~20分
160℃×20分

170~180℃

×20分

180~190℃

15~20分
180℃×10分 160℃×10分

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 180℃×20分 160℃×20分 160℃×20分 160℃×20分 180℃×20分
140~160℃

×20分
170℃×20分

130~160℃

×20分

有無

温度

有無 ○ ○ ○ ○ ○

温度
180~200℃

×20分

160~180℃

×20分

160~180℃

×20分

180~200℃

×20分

135~170℃

×20分

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 160℃×20分
160℃×20分

190℃×5分
180℃×20分 180℃×20分 180℃×20分

140~160℃

×20分

160~180℃

×20分
180℃×20分

210~240℃

プレヒート

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 180℃×20分
160~180℃

×20分

160~180℃

×10~20分

160~180℃

×10~20分
180℃×20分

140~180℃

×10~20分

有無 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

温度 180℃×15分 180℃×15分 160℃×15分 160℃×15分 160℃×15分 180℃×15分 160℃×15分

有無

温度

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 180℃×20分 160℃×20分 160℃×20分 160℃×20分 180℃×20分 160℃×20分 180℃×20分

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 180℃×20分 180℃×20分 160℃×20分 160℃×20分 180℃×20分 150℃×20分 180℃×20分

㈱トウペ

ソマール㈱

川上塗料㈱

関西ペイント㈱

久保孝ペイント㈱

大日本塗料㈱

東京ペイント㈱

アクゾノーベルコーティングス㈱

神東塗料㈱

エポキシ/ポリエステル エポキシ

東亞合成㈱

株式会社三王

ロックペイント㈱

ナトコ㈱

日本ペイント・インダストリアルコー

ティングス㈱

ペルノックス㈱

ポリエステル

アルケマ
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エポキシ ポリエステル ポリエチレン ナイロン ＰＶＣ フッ素

有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○

温度 200℃×10分

191~232℃

×5~15分

塗装温度

204℃

ﾌﾟﾚﾋｰﾄ343℃
200℃

10分

有無 ○(スプレー可) ○ ○

温度
予熱雰囲気

330~420℃

予熱雰囲気

360℃以上

250℃

×10~15分

有無 ○

温度 170℃×20分

有無 ○

温度
120℃×1H

150℃×1H

有無 ○

温度 190℃×20分

有無 ○ ○

温度 190℃×20分 180℃×20分

有無 ○ ○(Zn他)

温度 150℃×20分
170~190℃

×20分

有無 ○ ○(Zn他)

温度 190℃×20分
160~180℃

×20分

有無 ○

温度

有無 ○

温度
160~200℃

×20分

有無

温度

有無 ○(抗菌他)

温度
全ての粉体に

対応

有無 ○(メタ他)

温度
160~180℃

×20分

有無 ○

温度 流浸(条件未確認)

有無 ○ ○(Zn,抗菌他)

温度 160℃×20分
160~180℃

×20分

有無 ○ ○ ○(模様他)

温度 180℃×20分 190℃×20分 180℃×20分

ロックペイント㈱

株式会社三王

東京ペイント㈱

㈱トウペ

ナトコ㈱

日本ペイント・インダストリアルコー

ティングス㈱

ペルノックス㈱

川上塗料㈱

関西ペイント㈱

久保孝ペイント㈱

大日本塗料㈱

東亞合成㈱

メタリック UV 備考意匠性・機能性フッ素アクリル
流動浸漬用

アクゾノーベルコーティングス㈱

アルケマ

神東塗料㈱

ソマール㈱
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「杏の花とメジロ」
　燐家の杏の花が満開になった。眺めていると、メジ
ロが飛んできては蜜を吸う。
　その光景を二階の窓からシャッターを切る。
春を感じるひと時であった。
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